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はじめに

スセン営式土器は、奄美大島郡知名町スセン富貝塚出土土器を標式とする（上村・本田1984)、奄

美諸島の古墳時代並行期を代表する土器である。

筆者はかつて、型式設定されながら内容が不明瞭なスセン富貝塚出土土器を、当時の鹿児島大学所

蔵資料のうち、行方不明となった土器を除き、図化可能な全てを再検討した経緯がある（新里2000)。

小破片まで検討したのは、スセン富貝塚出土土器群が中空脚台斐単純様相を示すのか、沖縄のように

〈びれ平底や尖底が混在する状況を示すのか判断する意味があった。この資料の大半は現在、鹿児島

国際大学に保管されているが、一部は鹿児島大学埋蔵文化財調査センターにも保管されている(1)。

近年、奄美・沖縄諸島で同種の資料が、徐々にではあるが出土し始め、ようやくその様相が明らかに

なり始めている。

本報告書であるナガラ原東貝塚においては、第３次調査第Ⅳ層（新里亮ほか2001；報告書第８図

34)、第８次調査第Ｖ層（柴田ほか2012；報告書第14図25）で、スセン常式土器に類似する土器が出

土している。沖縄諸島では、当該期の貼付文土器の位置づけが不明な部分が多いので、今回、奄美諸

島のスセン営式土器の再編年を行ない、ナガラ原東貝塚出土土器の型式学的な位置づけを検討する。

１．研究略史補遺

筆者は、かつて大島郡知名町スセン富貝塚の発掘調査（上村・本田1984）から、研究が開始された

と捉えていたが（新里2000)、第二次世界大戦前、喜念貝塚（三宅・藤岡1940）でスセン富式土器ら

しき資料が注目されていたことをうかつにも見逃していた。猛省し、ここで補遺として紹介し、その

後の研究も含め、略史を箇条書きしておく。

･１９４０（昭和15）年：伊仙町喜念貝塚（徳之島）において初の確認（三宅・藤岡1940）（図2-20）

壷、焼成不良、胎土に石英粒を含む◎胴部最大径の上・下に施文、貼付文（波状隆起線文十円形浮文）

(2)。これまでの土器文様構成と趣を異にするものとして注意を促す

.１９８４（昭和59）年：知名町スセン営貝塚発掘調査概報（上村・本田1984）（図２－１～19）

ｌ）「口縁部はやや外反し、口縁部に横位に、または縦位に、三角あるいは平くったい凸帯をはりつけ

た土器で、（中略）底部はあげ底で（中略）器形は翌または鉢形土器と推定され（中略）５世紀代（古

墳時代相当期）のものである」

２）型式学的には、兼久式土器の文様要素、そして底部は南部九州の成川式土器の要素を併せ持ってい

る

｡１９８４（昭和59）年：池畑耕一による南西諸島の弥生時代並行期以降の編年（池畑1984）

スセン富式土器を古墳時代～奈良時代頃に位置づける（８段階中７段階目）

･１９８８（昭和62）年：里山勇度によるウギヤウ遺跡資料の位置づけ（図2-23）
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兼久式と近縁で先行する要素もあるが、スセン常式土器よりも古式とする

1997（平成９）年：笠利町用見崎遺跡の発掘調査（熊本大学文学部考古学研究室；若杉ほか1997）

初めて脚位的にスセン常式土器=>兼久式二'二器の序列が確認される

1998（平成10）年：高梨修によるスセン営式±器の再検討（高梨1998）

「突帯文・沈線文土器群」として一括し、層位的に兼久式土器に先行するとする

1999（平成11）年：高梨修によるスセン営式土器の再検討（高梨1999.2005）

スセン常式土器を古城時代前半段階として位慨づける

2000（平成12）年：新里貴之によるスセン営貝塚出土土器の再検討（新里2000）

スセン常貝塚出土土器の全資料化（除・行方不明分)、誰の分類・細年、器種組成等に言及

2001（平成13）年：名護市大堂原貝塚の発掘調査・名護市教育委員会（琉球新報2001）

奄美・沖縄諸島を含め、スセン徴式土器認の初の全形盗料の出土

2011（平成23）年：和泊町西原海岸遺跡の発掘調査概報（北野・森2011）（図2-24～30）

スセン歯式土器の好盗料の多逓出土（和泊町教育委貝会より今年度刊行予定）

論文２

２．スセン常式土器の分類

現在、貼付文を有するスセン常式土器の出土遺跡は管見の限り、奄美諸島で17遺跡、沖縄諸島で１６

遺跡、計33遺跡が確認される（表ｌ・図ｌ)◎奄美諸島ではスセン常式土器が単独で出土する遺跡が

ある一方で、沖縄諦励では、在地の大当原式土器（無文尖底系土器群）やアカジャンガー式土器（<

ぴれ平底系土器群）とともに少珊１１土することが多い。また、在地の土器と明らかに胎土が異なる搬

入品らしきものも混じっている。このことからは、スセン常式類似土器が、沖縄諸島の同時期の在地

土器のなかで客体

的な存在であるこ

とを示している。

筆者は、奄美の

弥生時代並行期の

土器から古墳時代

並行期のスセン常

式土器までを、

大略「沈線文脚台

系土器群」として

まとめている（新

里2008)。弥生時

代並行期の沈線文

主体土器からの流

れを汲むスセン富

式土器というこの

考えは現在も変

わってはいないが、

スセン儀式土器の

沈線文土器は、器
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形・文様拙成などが分かる盗料が、これまでフワガネク辿跡を除いてほとんどないのが現状であり、

比較検討が難しい。貼付文土器は盗料が多いものの、西原海岸遺跡を除いて、器形・文様櫛成に詳細

に言及できるほどの資料が揃っているわけではない。この点、壷も同様である。このため、現状では

表１スセン営式土器（貼付文土器群）出土状況
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△：少○：一定雌◎：多
番号は似１１に対応

奄美諸脇の脚台のみ出土遺跡は除く※ミミズ腫れ突滞のみ
□は編年に(『効と考えられる出土状況

－２５０－

番
号

２
３
４
５
６
７
８
９
皿

１１

２
３
４

１
１
１
１５

１６

１７

1８

１９

１
２
２
２

３
４
２
２

2５

Ｒ
Ｕ
一
Ｊ
』
。
。
（
ｕ
〉
ｎ
Ｕ
１
上

旬
／
】
句
乙
、
／
］
勺
竺
Ｑ
Ｊ
ｎ
ｏ

3２

３３

島
喚

奄
美
諸
島

巾
Ⅲ

諾
島

、
？
．
ｖ
亦

崎稲

瀞界

腫芙

与蹄

徳と蝿

沖永良部

伊平雌

伊江

屋我地

i:|k略

沖細

久米

遺跡名

先山９TＲ

川兇|崎

あやまる鋪２２Ｔ

マツノト

万唆泉川

ウギヤウ

手広８４

手広8４

フワガネク２１

大浜

笠利町内

与路砂丘

犬、布

泌念

岡前戸ノ木

西原海岸

111術洞穴

スセン富

東原8６

東原9０

兵崎

具志原８５

ナガラ原東

ナガラ原西

迎天サバヤ

大堂原

派

前原

細Iヒッピー浜

宇堅

アカジヤンガー

平仙屋ﾄウバル

小掘原

iiIi水

北

段階Ｉ

'十沈線

△

△

△※

△

段階IIa

１ａ

△

○

○

○

△

△

△

◎

△

◎

△

○

△

○

○

○

△

△

○

△

△

Ｉｂ

○

△

○

IＣ

△

段階IIb

Ⅱ

○

△

△

△

◎

○

△

○

○

○

△

○

Ⅲ

△

△

△

○

段階Ⅲ

Ｉ．Ⅱ

△

○

◎

○

○

△

撤Ａ

△

△》

△

◎

○

△

○

壷Ｂ

△

△？

△

○

○

○

○

脚台

○

○

△

△

△

◎

△

◎

△

△

○

△

△

○

△

○

△

その他

仲原式，燕久式

兼久式．土版

弧 椛久式

カムイヤキ

面細両洞式．犬
田布式

滞徳Ｉａ・Ⅱ式．

字宿上岬1式

|訓

弥生系，尖底．

くびれ､'2底

尖底，くびれ､F底

尖底，アカジャ

ンガー式

大当原式

大当原式，アカ

ジャンガー式

大当原式

阿波連浦下層

式～アカジャ

ンガー式

火当原式，アカ

ジヤンガー式

大当原式～アカ

ジヤンガー式

阿波連浦下層

式～大当原式

大当原式

大当原式，〈

ぴれ平底

大当原式，〈

ぴれ平底

尖底，くびれ

平底

§久式

§久式

八ｺ

§久式

大当 原式‘〈

ぴれ平底

出土状況

層

XVIIW

層

2文化ｌＷ

表１１

表輔

3文化解

l文化Ⅲ１

VｂｌＷ

表採

表採

表採

表採

届

表採

3ｂｍ１

２．３胴

Ｖ府主体

3府主体

IIIW主 Ｎ

Ⅲ1Ｗ

･体

､

王

Ⅱ～lXliW

Ⅳ．Ｖ肘

Ⅲ～Ⅶ胴

表採

層

Ⅳ～VIlW

6層主体

表採

第１Ｓｈｅｌｌ

mound

l～ＶＩＩ

Ⅳ僻

Ⅳ屑

Ⅳ～Ⅶ1Ｗ

Ⅲ府

文献

戸崎・長野１９８７

若杉ほか'997

池畑ほか１９８４

1111112006

中山１９８３

里山１９８８

里山ほか'984

里山ほか'984

商；

尚梨1999

燈野ほか'991

河口１９５６

吉永ほか'984

三宅・藤岡１９４０

上村１９８４

北野・森2011

河口・本田１９８５

上村・本、１９８４

金城1986

磯本1990

大城１９８０

安里ほか'985

柴、ほか2012

安里・偽嘉真1979

多和田１９５６

名護市教委

宮城‘東徽2005

田里ほか２００５

宜野座村博

金武ほか'980

金武ほか１９８０

島袋ほか1996

東門ほか2009

雄本ほか'989

盛本ほか1995

2003



論文２

噸
３

〔
川
Ⅱ
仲
川
Ⅷ
い
ぃ

1８

’'「

ノ

ーｈ’『画

、 曙
，
識

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ 職Ｉｉ

,ｉ園Ｕ；

図２奄美諸島出土スセン嘗式土器（S=l/3）
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図３沖縄諸島出土スセン営式土器・スセン営式類似土器（貼付文）（S=l/4）
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５６

（

前回検討と同様、新里2000文様要素分類に準拠し、分類項目を一部追加して、貼付文土器の分類から

大まかな先後関係を検討したい。

２．１．スセン営式蕊の分類

スセン常式莞を、スセン富貝塚出土土器をもとに、文様要素を主として以下９類に分類する。

Ｉａ類：三角突帯およびミミズ腫れ状突帯（図２－１～４）

Ｉｂ類：三角突帯およびミミズ腫れ状突帯十円形浮文（図2-25）

ＩＣ類：三角突帯およびミミズ腫れ状突帯十刻目突帯（図2-23）

Ⅱ類：突帯文の突出部を押しつぶしたようなやや幅の狭い平坦な突帯（図２－５）

Ⅲ類：平坦な幅広突帯、あるいはそれに三角突帯あるいはミミズ腫れ状突帯または沈線文を組み合

わせるもの（図２－６～８）

Ⅳ類：沈線文。幅広の工具で施文され、総じて浅い（図２－９．１０）

Ｖ類：沈線文。Ⅳ類よりはやや幅が狭い（図２－１１）

Ⅵ類：沈線文。極細の沈線文。浅いものと深いものとがある（図２－１２）

Ⅶ類：刻目突帯文十沈線文（図2-13）

Ⅷ類：無文（口縁部のみ)｡ただし、有文土器の無文部分の可能性もある（図２－１４）

Ⅸ類：口唇部に刻目を施すもの、口唇部に沈線文を施すものを総称する（図２－１５．１６）

2.2.壷の分類

壷Ａ類：袋状口縁壷（図２－２０．２７）

壷Ｂ類：直状口縁壷（図２－１７．１８）

以上のうち、貼付文である翌Ｉａ～Ｉｂ類・Ⅱ類・Ⅲ類、壷Ａ・Ｂを検討対象としたい。

図４段階Ｉ。Ⅲの土器（S=l/4）５４は縮尺不同
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第Ⅱ部

3．沖縄諸島スセン営式類似土器出土の意義

３．１奄美諸島スセン営式土器の編年

奄美諸島弥生系土器からの型式学的な変遷を検討すると（図５)、弥生系土器は、南九州系弥生土

器の形態を取り入れ、弥生時代中期後半並行までほぼ同様の形態的変遷を遂げる（ｉ・ｉｉ）。弥生時

代中期末並行ごろから地域的な変化が生じ､南九州系弥生土器にない器形がみられるようになる（iii)。

蕊職I雛;蝋雛蕊阿：
部位の型式学的方向‘性からは、弥生系土器にもある蕊Ｉ類文様（iii）が最（i）

も古く位置づけられ､弥生系土器の口縁部上面文様が､口縁部形状が時間１ユヱｉｒ
とともに立ち上がってくるにつれ、口縁部内外面施文となる方向性からは（ii）

↓!,鯛iii臓噺竺郵鮒網筆宇繍重態Ｉ塑皿i（
みられない施文部位であり、奄美弥生系土器の地域性として捉えられる。

やがて、典型的なスセン富式土器として盛行する段階では、口縁部内面の

施文部位はほぼ消失する（ｖ・ｖｉ)。蝋蝋蝋撫蝋胤品”窪ﾌ；施文部位はほぼ消失する（ｖ・ｖｉ)。

表'からみると、奄美諸島では､喪’ａ類に細沈線文を口縁部内外面に（Ｍ誉

施す資料が…(万屋泉川遺跡図州､原海岸遺跡のように喪！Ｐ蓮江二噸
ａ・Ｉｂ類と壷Ａが伴う例（図2-24～27)、そしてスセン富貝塚のように、（v）

妻,ピミJw鯛f洲脇蝋食嚇瀕図ｖ屑、Ｉ
2-19)。また、喪Ｉ～Ⅲ類に類似した口縁部形態ではあるが、文様が直線

的で（図4-55)、沖縄諸島の類例（図4-56）からはくぴれ平底になる可図５型式変化模式図
能性がある資料も認められる。

以上のことから、スセン常式土器前後を大きく三段階に分け（表２)、段階Ｉを口縁部形状が緩や

かとなり、口縁部内外面に施文する段階、段階Ⅱを喪Ｉ文様のみで構成され、壷Ａがこれに伴う段

階（a）と、蕊Ⅱ～Ⅲ類文様が出現し、壷Ｂが伴うほか、その他の器種も認められる段階（b）に細

分する。そして、再び１．Ⅱ類文様のみとなり、底部がくびれ平底になると考えられる段階を段階Ⅲ

とする。蕊の文様要素からすれば、文様要素が多様化し、やがて簡素化する型式学的方向性となる。

これは新里2000分類で行なったＡ～Ｃ類のうち、Ｂ類を２段階に分けたものになる。

３．２ナガラ原東貝塚出土土器および沖縄諸島のスセン常式類似土器の位置づけ

ここであらためてナガラ原東貝塚資料を観察する。本書図66の3-34は、外面に刷毛目様調整を右上

がりの斜位に施し、内面は指頭圧痕が著しい胴部片であり、その一部に奄美スセン営式喪Ｉａ類の文

時期
施文部位

外面 内面
翌分類（貼付文）

段階Ｉ ● ● I類（＋細沈線文）

段階Ⅱａ ● I類

段階Ⅱｂ ● Ｉ～Ⅲ類

段階Ⅲ ● I類

表２分類・編年試案

蕊主要底部形態

奄美 沖縄

(脚台） 尖底

脚台 尖底

脚台 尖底

くびれ平底？ <びれ平底

－２５４－

壷

袋状口縁Ａ

？
の

●

直状口縁Ｂ

●

？
●

他の器種 新里2000分類

Ａ類

Ｂ類

● Ｂ類

Ｃ類
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様が貼付されるものである。第８次調査Ｖ層資料を観察すると（図3-42)、幅の狭い平坦な貼付文を

有し、口縁部帯を意識したつくりはスセン営式土器の特徴に類似するが、口唇部が面取りされない点

や、刷毛目様調整がみられずかわりに指頭圧痕が著しい点、薄づくりの点において、沖縄諸島在地の

大当原式土器にみられる貼付文土器の一種であると考えられる（図３－３１．３２．３６～41)。以上の２点

の出土から、ナガラ原東貝塚のⅣ．Ｖ層のある段階は、奄美諸島スセン常式土器の編年の段階Ⅱｂ

に並行するものであると結論づけられる。

そのほかにも沖縄諸島では、口唇部を面取りして平坦化しない（図3-42)、文様帯があまり意識さ

れず緩やかな形状（図３－３１．４４)、あるいは逆に、在地の尖底尭に口縁部帯屈曲部を形成するものな

ど(3)（図3-43)、スセン営式土器の属性を部分的に取り入れた事例は多々 ある。器形はとしては、完

形復元される名護市大堂原貝塚例からみて、中空脚台まで取り入れている可能性もある。壷（48～

53）や小型喪（４６．４７）はキメ細かい胎土や明るい色調からみて搬入品と思われるものが多いが、要

についてはナガラ原東貝塚出土土器のように、口唇部形態や口縁部帯の形成、調整などの細かな部分

では相違しており、文様要素を主体とした受容が行なわれている。これは、沖縄諸島集団が、当該期

の在地土器である大当原式土器に、スセン営式喪の文様要素を取り入れたものと捉えることができる。

３．３沖縄諸島におけるスセン営式土器研究の意義

貝塚時代後期前半（弥生時代～古墳時代並行期)、ヤマトと琉球列島とで南海産貝交易が行われて

いたことが実証されている（木下１９９６；初出は1989)。この時期、弥生時代中期前半から中・南九州

系弥生土器（蕊・壷）や奄美諸島の弥生系土器（翌）が沖縄諸島にもたらされている。弥生時代中期

後半からは、奄美諸島の弥生系土器（蕊）が主体となり、南九州弥生土器は蕊がほとんどみられなく

なり、ほぼ壷のみの搬入となる。筆者はこれを弥生時代並行期の貝交易における奄美諸島集団の積極

的な中継交易活動介入の証拠のひとつであると考えている（新里2004.2009)。古墳時代になると南

九州古墳時代成川式土器の琉球列島への搬入は極めて少ないものになることと同時に（近年、徐々に

類例が増えている；本書第Ⅱ部中村直子論考参照)、今回の検討で判明したように、奄美スセン営式

土器の搬入や類似土器が沖縄諸島に予想以上にもたらされていることからは、古墳時代並行期にあっ

ては、消費地であるヤマトと供給地である沖縄諸島との結びつきは、ほぼ奄美諸島集団の中継的動き

に限定されつつあり、また、本稿で検討したように、沖縄諸島において、スセン営式土器の搬入品や

在地土器属性中にスセン営式土器の属性要素が取り込まれている背景には、奄美諸島集団との交易に

よる結びつきは決して小さいものではなかったことを予想させる。土器からも奄美集団の交易活動に

言及できる可能性は大きく、中距離的な交易に対応する在地集団の文化受容の証拠を提示できるひと

つの方法は、奄美スセン常式土器の研究であろう。今後、さらに資料を精査し、再検討したい。

また、今回、スセン営式類似土器の出土したナガラ原東貝塚Ⅳ．Ｖ層の放射性炭素年代は、５世紀

～６世紀なかば頃の値となっている（本報告書第１部第６章'℃試料を参照)。スセン常式類似土器の

暦年代が付与された最初の例であり、並行関係から奄美諸島スセン営式土器の暦年代へ迫れる意義は

大きい。

４．まとめ

スセン富式土器は、戦前よりその存在が知られていたものの、近年まではほとんど不明確な土器で

あったが、用見崎遺跡（若杉ほか'997）・フワガネク遺跡（2003）の層位的出土によって、スセン富

式土器＝兼久式土器の序列は確実となり、古墳時代並行期の土器として注目されるようになってきた。

また、屋鈍遺跡（西園2009）の弥生系土器二間層=>兼久式土器の層位的出土も、間層にスセン営式土
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器の段階が位置づけられると考えれば、スセン常式土器が奄美諸島で一段階を担う傍証のひとつと捉

えることも可能であろう。

本稿では、奄美スセン営式土器を、

ｌ）施文部位・文様要素・底部形態・器種組成から、四段階に再編年し、

２）段階Ⅱでは、文様Ｉ類十袋状口縁壷Ａ（西原海岸遺跡）＝文様Ｉ～Ⅲ類十ナデ肩壷Ｂ（スセン

富貝塚）の先後関係の可能性を指摘し、

３）ナガラ原東貝塚出土のスセン富式類似土器は、その文様要素からⅡｂ段階のものとした。

４）また、奄美諸島を中心に分布し、沖縄諸島に客体的に出土することから、前段階の弥生時代並

行期の土器の動きと比較し、

５）中・南九州系土器は、古墳時代には沖縄諸島に搬入されなくなり、代わりに奄美諸島のスセン

常式土器が搬入されるようになる。古墳時代貝交易の奄美仲介者集団の積極的な動きをあらわ

す証左として注目すべきである。

６）ナガラ原東貝塚では、Ⅳ．Ｖ層の放射性炭素年代が測定されている。スセン常式類似土器の理

化学年代としては初のものであり、沖縄のスセン営式類似土器と奄美スセン営式土器の並行関

係が型式学的にたどれるなら、その年代観に迫れる。

とし、今後の南海産貝交易活動の研究にもたらす意義は大きいと考える。

おわりに

奄美諸島のスセン常式土器は、沖縄諸島の大当原式土器にも少なからず影響を残した土器であり、

その背景には南海産貝交易の動きがあると考えられる。

しかしながら、本稿で筆者が検討した貼付文土器も、文様要素で検討したものに過ぎず、本来は器

形、施文部位、文様構成・モチーフの相関で検討すべきものである。沈線文系土器の検討は未だ行な

われておらず、兼久式土器との型式学的連続性も課題として残されたままとなっている。

大島郡和泊町西原海岸遺跡調査報告書の刊行で、土器だけでなく、その文化内容の研究も大きく変

わってくるものと期待される。いずれ稿を改めて検討したい。

和泊町教育委員会の北野堪重郎氏には、西原海岸遺跡データの使用をご快諾いただいた。また、常に沖永

良部島の調査状況をご教示いただいている知名町教育委員会の森田太樹氏、沖縄大堂原貝塚データのご教示

をいただいた名護市教育委員会の宮城弘樹氏、研究会メンバー、日頃よりご教示いただいている以下の方々

に心からお礼申し上げたい。鼎丈太郎、寒川朋枝、中村直子（敬称略・五十音順）

注

（１）2000年当時、スセン常貝塚土器資料は、概報（上村・本田1984）で報告された最も良好な資料の大部分が行方不

明となっていたが、2008年の鹿児島大学考古学研究室の引っ越し作業に伴い、不明だった遺物が確認された。

（２）三宅・藤岡1940による土器の特徴の記載から判断すると、奄美諸島の既存型式には当てはまらず、現状ではスセ

ン常式土器の特徴にほぼ合致しているため、今回、戦前から当該土器が確認されていたとみなし、研究史補遺に

加えた。この遺物の所在は分かっていない。

（３）図3-43のような口縁部形状を示す無文尖底系土器資料が、沖縄貝塚時代後期前半の大当原式土器前後に存在す

ることが長年の懸案であったが（二段階前の弥生時代前期並行前後にあらわれる阿波連浦下層式土器にも口縁部

形状が類似しているため)、同時期に存在する奄美諸島スセン富式土器喪の口縁部形状に鑑みれば（例えば図
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2-23～25)、その属性が沖縄諸島で取り入れられているとみなした方が理解しやすい。
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高梨修２００３「小湊フワガネク遺跡群」名瀬市教育委員会

田里一寿ほか２００５「前原貝塚」宜野座村教育委員会

東門賢治ほか２００９『小堀原遺跡」北谷町教育委員会
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中山清美１９８３「兼久式土器［Ｉ］」「南島考古」８，pp50～51、沖縄考古学会

中山清美２００６「マツノト遺跡」笠利町教育委員会
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